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レジュメ兼資料

農業バイテク企業やその唱導者は、既存GM作物の農学上・健康・環境上の便益を強調、塩害や干ばつなどの環境ストレスに耐える作物や品種の今後の開発と併せ、先進国・途上国双方の環境的・経済的・社会的に持続可能な農業・食料生産の創出に多大な貢献をする、さらに、栄養成分改良を目的とするGM作物、安価なワクチンやプラスチックのような工業製品を生産するGM作物などの次世代GM作物の開発は、貧しい人々の食糧・栄養・保健問題の解決や生活水準の向上に役立つと喧伝してきた。

彼らは、1996年に12ヵ国、270万haで始まったその商業栽培は、昨年は17ヵ国、8100万haにまで急拡大し、しかも栽培農家の4分の3までが途上国農家で、GM作物は途上国の食料増産と所得向上に大きく貢献していると自画自賛している。
今年6月に米国穀物協会（USGC）が実施したアジア、アフリカ、中南米、欧州の世界14ヵ国ジャーナリストのメディアツアーに際し、モンサントの科学問題担当・国際リーダーであるジョン・パーセル氏は、農業バイオが「食料不足、少ない耕地、土壌流出、水不足など多くの課題がある中で、2025年には80億人に達する世界の人口を養うために、食料をいかに増産していくかという問題に対処するものだ」と強調、「こうした背景があるために、世界中の農家にGM技術が受け入れられ、1996年の初の商業化以来、毎年10％近い伸びを続け、今年ついに10億エーカー［これは明らかに間違い。1億エーカーだ］に達したと説明」したと報じられている（増田篤「米バイオ業界、導入10年の自信」『農林経済』時事通信社、2005年10月13日号）。
しかし、このような主張は、専ら種子市場の世界制覇という当初の目標に一向に近づけず、苦境に喘ぐバイテク企業とその利益の擁護者たちのものであることに注意せねばならない。欧州を始め、途上国も含む多くのGM作物・食品市場は未だに完全に閉鎖されてている。世界の主要食料であり、世界制覇のカギを握る小麦に関しては、米国・カナダ農民でさえ、輸出市場喪失を恐れ、モンサントが開発を終えたGM小麦の受け入れを拒んでいる。モンサントも、その承認申請を断念、商業栽培開始の見通しはまったく立っていない）。
この閉塞状況のなかで、バイテク企業は途上国に突破口を求めた。慢性的な食糧不足と栄養不良に悩む途上国ならば、否応なく受け入れるだろうというわけだ。だが、食糧危機の最中にあるアフリカ諸国でさえ、米国産トウモロコシーにはGM品が含まれるとして援助を拒んだように、この作戦も順風満帆というわけにはいかない。上の主張は、往生したバイテク企業の必死の宣伝文句と受け止めねばならない。現実はどうなのか。
１．世界におけるGM作物の普及・開発状況

彼らが主張するGM作物の利益や便益の問題は後に触れるとして、まず普及・開発の現状を見ておこう。彼らの主張するように、GM作物の商業栽培面積は急拡大してきた。しかし、その地理的広がりはなお限定されている（第1表）。作物種も、大規模に栽培されるのは大豆、トウモロコシ、ナタネ、ワタに限られている（第2表）。栽培面積上位国に属する中国、インド、オーストラリアもワタのみで、食用・飼料用GM作物は受け入れていない。作物の形質も除草剤耐性（HT）と害虫抵抗性（殺虫成分を生成する土壌バクテリアの遺伝子を組み込んだBt作物のみが実用化されている）だけだ（第3表）。
第1表　国別GM作物商業栽培面積（1996-2004年、100万ha）


	
	1996
	1997
	1998
	1999
	2000
	2001
	2002
	2003
	2004

	米国
	1.45
	7.16
	20.83
	28.64
	30.3
	35.7
	39.0
	42.8
	47.60(58.8)

	アルゼンチン
	0.05
	1.47
	3.53
	5.81
	10.0
	11.8
	13.5
	13.9
	16.20(20.3)

	カナダ
	0.11
	1.68
	2.75
	4.01
	3.0
	3.2
	3.5
	4.4
	 5.40 (6.7)

	ブラジル
	0.00
	0.00
	0.00
	1.18
	?
	?
	?
	3.0
	 5.00 (6.2)

	中国
	1.00
	1.00
	1.10
	1.30
	0.5
	1.5
	2.1
	2.5
	 3.70 (4.6)

	以上5ヵ国計
	2.6
	11.3
	28.2
	69.2
	>43.5
	>51.8
	>58.1
	>66.6
	77.7(95.9)

	パラグアイ
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	 1.20 (1.5)

	インド
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	0.1
	 0.50 (0.6)

	南アフリカ
	0.000
	0.00
	0.06
	0.18
	0.2
	0.2
	0.3
	0.4
	 0.50(0.6)

	ウルグアイ
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	<0.1
	<0.1
	<0.05
	 0.30(0.4)

	豪州
	0.000
	0.20
	0.30
	0.30
	0.2
	0.2
	0.1
	0.1
	 0.20(0.4)

	ルーマニア
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	<0.1
	<0.1
	<0.05
	 0.10(0.1)

	メキシコ
	0.000
	0.000
	0.05
	0.05
	<0.1
	<0.1
	<0.1
	<0.05
	 0.10(0.1)

	スペイン
	0.000
	0.000
	0.000
	0.01
	<0.1
	<0.1
	<0.1
	<0.05
	 0.10(0.1)

	フィリピン
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	<0.05
	 0.10(0.1)

	コロンビア
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	<0.05
	<0.05

	ホンジュラス
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	<0.05
	<0.05

	ドイツ
	-
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	<0.1
	<0.05
	<0.05

	ブルガリア
	-
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	<0.1
	<0.05
	<0.05

	インドネシア
	-
	-
	-
	-
	-
	<0.1
	<0.1
	<0.05
	-

	フランス
	0.000
	0.000
	0.002
	0.000
	<0.1
	-
	-
	-
	-

	ポルトガル
	0.000
	0.000
	0.000
	0.002
	-
	-
	-
	-
	-

	ウクライナ
	0.000
	0.000
	0.000
	0.001
	-
	-
	-
	-
	-

	計
	2.7
	11.5
	28.5
	87.3
	44.2
	>52.6
	>58.7
	>67.7
	81.0


注：2004年の（　）内は世界合計に対する百分比。
出所：ISAAA。ただし、1996-99年は、European Commission,Economic Impact Genetically Modified Crops on the Agri-Food Sector,00.3

第2表　GM作物商業栽培面積.2004年,100万ha/%）


	作物
	栽培面積（同百分比）
	全作物中百分比

	大豆
	48.4(60)
	56

	トウモロコシ
	19.3(23)
	14

	ナタネ
	 4.3(25)
	19

	ワタ
	15.5 (6)
	21


出所：ISAAA

第3表　形質別GM作物商業栽培面積(2004年,100万ha/%）

	形質
	栽培面積
	同百分比
	備考

	除草剤耐性（HT）
	58.6 
	72
	大豆：48.4（GM作物全面積の60％）

	害虫（Bt）
	 15.6
	19
	トウモロコシ：11.2（GM作物全面積の14％）

	HT/Bt
	5.8
	9
	


出所：ISAAA

第４表　市販中及び近々（6年以来）の商品化が予想されるバイテク作物
（出所：Biotechnology Industry Organization(BIO)

（市販中）
	作物
	製品名
	形質
	開発企業
	備考

	カノーラ
	LibertyLink® 
	HT
	Bayer CropScience
	除草剤Liberty®耐性。

	
	InVigor® Hybrid
	HT
	Bayer CropScience
	除草剤Liberty®耐性。

	
	Natreon® Naturally Stable　
	成分改変
	Dow AgroSciences 
	トランス脂肪を含まず、油の変性を防ぐ。

	
	Roundup Ready®
	HT
	Monsanto
	除草剤Roundup®耐性

	トウモロコシ
	Rogers® Attribute™ Bt S. 
	Bt
	Syngenta Seeds
	European corn borer、corn earwormに効果。

	
	Herculex™ I Insect Protection
	Bt
	Dow AgroSciences, Pioneer Hi-Bred  
	適用害虫は広範。

	
	LibertyLink® 
	HT
	Bayer CropScience
	除草剤Liberty®耐性

	
	NK® brand YieldGard® (Bt 11) 
	Bt
	Syngenta Seeds
	一定害虫に効果。YieldGard®はモンサントの登録商標。

	
	Roundup Ready® 
	HT
	Monsanto
	除草剤Roundup®耐性。

	
	YieldGard® Corn Borer
	Bt
	Monsanto
	European corn borer、Southwestern corn borerに効果。

	
	YieldGard® Rootworm-Protected 
	Bt
	Monsanto
	corn rootwormに効果。HTを兼ねるものあり。

	花
	Moondust™ Carnation
	花色改変
	Florigene
	バイオレットの花色のカーネーション。

	ワタ
	Bollgard® 
	Bt
	Monsanto
	cotton bollworms, pink bollwormsなどに効果。

	
	Bollgard® II 
	Bt
	Monsanto
	広範な害虫に効果。

	
	LibertyLink® 
	HT
	Bayer CropScience
	除草剤Liberty®耐性。

	
	Roundup Ready® 
	HT
	Monsanto
	除草剤Roundup®耐性。

	パパイヤ
	Rainbow and SunUp
	ウィルス抵抗性
	コーネル研究財団他
	輪紋病ウィルスに抵抗性。

	ピーナツ
	Flavr Runner Naturally Stable 
	成分改変
	Mycogen
	オレイン酸含有量増量。

	ナタネ
	Laurical®
	成分改変
	Calgene
	油の成分改変で石鹸・洗剤等の原料を安価に生産。

	大豆
	Roundup Ready® 
	HT
	Monsanto
	除草剤Roundup®耐性

	ヒマワリ
	Naturally Stable Sunflower
	成分改変
	Mycogen
	トランス脂肪を含まず、油の変性を防ぐ。


（6年以内に商品化が予想されるもの）
	作物種
	製品名
	形質
	開発企業
	備考

	牧草
	Roundup Ready® 
	HT
	Monsant
	除草剤Liberty®耐性アルファルファ


	リンゴ
	Bt Insect-Protected 
	害虫抵抗性
	Monsant
	ヒメハマキに抵抗性。

	バナナ
	Disease-Resistant
	耐病性
	DNA Plant Tec.Co.
	真菌病に抵抗。

	
	Long-Shelf-life 
	日持ち性改善
	Syngenta
	

	カノーラ
	Disease-Resistant 
	耐病性
	DuPont
	スクレラティーナなどの細菌病に耐性。

	トウモロコシ
	Drought Response 
	干ばつ耐性
	DuPont
	干ばつに耐え、収量も増やすハイブリッド・コーン。

	
	Energy-Availability 
	栄養吸収改善
	DuPont
	消化がよく、栄養吸収効率を増す家畜飼料用コーン。

	
	Nutritionally Enhanced 
	栄養強化
	Dow AgroSciences
	栄養を増強した家畜飼料用ハイブリッド・コーン。

	
	Rootworm-Resistant 
	害虫抵抗性
	Dow agroSciences, Pioneer Hi-Bred
	根食害害虫を殺す蛋白質を生産するハイブリッド種。

	
	Corn Amylase 
	成分改変
	Syngenta
	アミラーゼを含むコーンでエタノール生産費削減。

	
	Glyphosate-Tolerant 
	HT
	Syngenta
	植物由来グリホサート耐性遺伝子から開発。

	
	Insect-Resistant 
	害虫抵抗性
	Syngenta
	European corn borer と corn rootwormに効く。

	ワタ
	Widestrike™ Insect-Protected 
	害虫抵抗性
	Dow AgroSciences
	効果のある害虫種の拡大。

	
	Next-Generation Roundup-Ready®
	HT
	Monsanto
	施用窓口を拡大。

	
	Vegetative Insecticidal Protein 
	害虫抵抗性
	Syngenta
	適用範囲拡大と新たな作用様式。

	レタス
	Roundup Ready® Lettuce
	HT
	Monsanto
	Roundup®の上部からの施用を可能にする。

	コメ
	LibertyLink® Rice
	HT
	Bayer CropScience
	Liberty®耐性。施用の柔軟性。

	大豆
	LibertyLink® Soybeans
	HT
	Bayer CropScience
	Liberty®耐性。施用の柔軟性。

	
	Soybeans with Improved Protein Functionality
	成分改変
	Dupont
	食品の品質の安定性を改善。

	イチゴ
	Strawberry
	HT・耐病性
	DNA Plant tech.
	グリホサート耐性と真菌病抵抗性。

	テンサイ
	Roundup Ready® Sugar Beets
	HT
	Monsanto
	Roundup®耐性。

	芝生
	Roundup Ready® Creeping Bentgrass
	HT
	Monsanto
	Roundup®耐性。ゴルフコースの雑草抑制を容易にし、費用を減らす。

	小麦
	Roundup Ready® Wheat
	HT
	Monsanto
	Roundup®耐性。

	
	Fusarium Resistant Wheat
	耐病性
	Syngent
	フザリウム抵抗性。


　とりわけ途上国の食糧安全保障や栄養･保健問題の解消に寄与すると喧伝される増収品種、干ばつや塩害に強い作物、栄養成分改良作物の開発は実現していないし、いつ実現するとも分からない（第４表）。技術が複雑化し、開発コストが高くなるわりに市場が狭く、大きな利益を上げられないこれら作物（コメも含む）は、利益本位のこれら企業の優先開発目標ともなっていない。最近では、むしろ健康志向の先進国消費者へのGM食品売り込みを目指す栄養成分改変作物の開発に重点が置かれている（例：農業情報研究所：モンサント、果実・野菜種苗大手を買収　GM技術の消費者売り込みが狙い？；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/05012601.htm）。

　国連食糧農業機関（FAO）が昨年五月に発表した年次報告『食糧と農業の状態　2003-04年』も次のように指摘している。

　バイオテクノロジーは途上国農業に大きな希望を与えるが、今までのところ、GM作物の研究と商品化は貧しい者の利益となる多くの作物や形質を無視している。研究資金に関しては、「バイオテクノロジーの革新の採用とそれへの適応で多くの途上国が直面する一つの重要な拘束は、とりわけ植物・動物育種における農業研究能力が欠如」、「世界のトップ10バイオサイエンス企業が農業バイオテクノロジーの研究と開発に年間三十億ドル近くを支出している。大部分の途上国の民間バイオテクノロジー研究は無視できる」、「途上国で最大の公的農業研究計画を持つブラジル、中国、インドの支出は、それぞれ年間5億ドルに足りない」、「農業技術の最大の国際的供給者であるCGIAR（国際農業研究協議グループ）は、作物改良のために年に三億ドルの予算を持つにすぎない」。
　報告の発表に際し、ジャック・ディウフFAO事務局長は次のように述べている。「食糧供給と世界の最も貧しい人々の生計のために不可欠なササゲ、ミレット、ソルガム、テフなどのいわゆる”孤児作物”に向けた新たな遺伝子技術には、民間部門も公的部門も大きな投資をしてこなかった」、「貧しい人々が近代的バイオテクノロジーにアクセスし・その便益を完全に享受することを妨げる別の障害には、不適切な規制手続、複雑な知的所有権問題、十分に機能しない市場と種子配布システム、弱体な国内育種能力が含まれる」。
　参照：農業情報研究所：FAOが農業バイテク報告、途上国農業に大きな希望、だが万能薬ではない；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/document/fao0405.htm
２．アフリカにおけるGM作物研究・開発

　途上国におけるバイオテクノロジーの関するFAOのデーターベースに基づく今年5月のFAO報告（Status of research and application of crop biotechnologies in developing countries）によると、アフリカにおけるGM作物の研究・開発状況は次のとおり。

　参照：農業情報研究所：FAO報告による途上国のGM作物研究・開発動向；http://www. juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/document/develop.html
1） 圃場実験中

①ウィルス抵抗性作物：サツマイモ（ケニア）、ジャガイモ（エジプト、南ア）、トマト・キュウリ・カボチャ・メロン・マスクメロン・カンタロープ・サトウキビ（エジプト）。
②真菌（カビ）抵抗性作物：トウモロコシ・ジャガイモ（エジプト）、イチゴ（南ア）。

③害虫抵抗性作物：ワタ（ジンバブエ）。
④除草剤耐性作物：トウモロコシ・大豆・イチゴ・サトウキビ・ナタネ・ワタ・アルファルファ・ユーカリ（南ア）。

⑤耐塩性作物：小麦（エジプト）。
２）研究室・屋内試験段階
①ウィルス抵抗性作物：PVY＝Yウィルス抵抗性ジャガイモ、PVX＝Xウィルス抵抗性ジャガイモ、MSV＝streakウイルス抵抗性トウモロコシ（南ア）。
②真菌（カビ）抵抗性作物：イチゴ（南ア）。
③害虫抵抗性作物：ワタ（ケニア）。
④干ばつ耐性作物：groundnut（南ア）。
⑤多形質作物：害虫抵抗性／除草剤耐性トウモロコシ（南ア）。

　なお、今年5月、ケニアが害虫抵抗性トウモロコシの屋外圃場実験を始めたが、8月に技術者が禁止殺虫剤を撒いたことが発覚、中止に追い込まれた。このトウモロコシは、ロックフェラー財団とシンジェンタ財団の支援を受け、ケニア農業研究所（KARI）と国際トウモロコシ・小麦改良センター（CIMMYT）が開発したもので、環境影響評価も実施していない。

　タンザニアが害虫抵抗性のワタの圃場実験を始める（始めた？）という情報もある。
　アフリカのGM作物研究開発の多くは公的機関によるもので、多国籍バイテク企業が関心を示さない多様な作物の研究開発も見られる。しかし、それらの実用化のメドは立っていない。
多国籍バイテク企業は、専らその利益となる大規模商業農場向けのGM作物の開発に関与するだけであった。2002年8月に発表されたDevlin Kuyekの“Genetically Modified Crops in Africa:Implications for Small Farmers“は、このような作物として次のようなものをあげている。

（パイオニア社）エジプトのBtトウモロコシ、南アのBtホワイトメイズ。

（ノバルティス社、現シンジェンタ社）ケニアのBtメイズ。

（モンサント社）ケニアのBtワタとウィルス抵抗性甘藷、南アのBtワタ・Btメイズ・Btホワイトメイズ、除草剤耐性性大豆（以上は既に商品化）・除草剤耐性小麦、ウガンダのBtワタ、ジンバブエのBtワタ、Btメイズ、除草剤耐性大豆。

３．米国政府のアフリカへのGM食品売り込み作戦

多くは米国の本拠を置くバイテク多国籍企業のこのような努力（投資）にもかかわらず、世界の多くの国は一向にGM食品･作物を受け入れようとしない。アフリカでも、GM作物の商業栽培を導入した国は、未だに南ア一国に留まる。これでは投資が無駄になる。そこで、バイテク企業の多額の政治献金を受け取るブッシュ米国政府が、途上国の貧しい人々の飢餓と貧困の解消という道義の名で、バイテク企業の本格支援に乗り出した。
2002年には、飢餓の迫るアフリカ諸国に対する食糧援助でGMトウモロコシを押し付け、GM食品の受け入れを迫った。同年6月のローマにおける世界食糧サミットでは、農務長官・ベナマン（彼女は最初のGMトマトが開発されたその10年前、現在はモンサントの一部をなすカルジェーンの役員であった）率いる米国代表団が、主題である農業開発援助などそっちのけ、バイテクの売り込みに終始した。その2ヵ月後のヨハネスブルグ地球サミットでは、途上国にGM製品輸入拒否の権限を与える生物多様性条約の「カルタヘナ議定書」を無効にしようと、WTOに国際環境条約に勝る権限を与えることを試みた。さらに、03年5月、EUのGM製品新規承認のモラトリアムを、米国バイテク企業と農民に多大の損害を与えているとWTOに訴えたが（未だに決着していない）、そのときにも、大統領はＥＵ市場を開かせることで途上国貧民を苦しめている飢餓と栄養不良との戦いに貢献すると強調、途上国のGM食品受け入れを誘った。
それにもかかわらず、アフリカ市場のGM市場開放には失敗した。GM技術が「飢餓と栄養不良との戦いに貢献する」という主張を真に受けるのは、一部政治家と研究者だけだった。そこで、それを直接示す作戦に出た。先ずは、今までは見向きもしなかった栄養強化製品を売り込むことで壁を打ち破ろうというのである。
　今年5月には、ビル・ゲイツ財団が資金を提供する栄養強化ソルガム育種プロジェクトを始動させた。この開発は、ケニアのバイテク企業・アフリカハーベスト（Africa Harvest）が主導、アフリカ農業研究フォーラム（Forum for Agricultural Research in Africa）、アフリカ農業テクノロジー財団（African Agricultural Technology Foundation）、国際半乾燥熱帯作物研究所（International Crops Research Institute for the Semi-Arid Tropics）のほか、南アフリカのプレトリア大学、米国のミズーリ－コロンビア大学なども参加する。　また、7月には、米国農務省（USDA）の農業研究局（ARS）が、やはりビル・ゲイツ財団が資金を提供する“バイオキャッサバ・プラス”と称する栄養強化キャッサバ開発プロジェクトに参加すると発表した。
しかし、これによってアフリカ諸国がGM技術の現実の導入に踏み切ったとしても、その推進派が言うように、それが健康・環境の改善や環境的・経済的・社会的に持続可能な農業・食料生産の創出に寄与することになるのだろうか。
４．GM技術の安全性と社会・経済的影響をめぐる議論と実情

　この問題については、今のところ“不確実”というしかない。
１）食品としての安全性

　GM作物が健康・環境の改善に貢献するためには、何よりもそれが食品として安全で、環境（農業・自然生態系）への悪影響がないことが条件となる。しかし、確実な結論はない。
　食品としての安全性に関しては、現在市場に出ているＧＭ作物の健康へのリスクは非常に低いとは言えるかもしれないが、将来商品化されるＧＭ作物は適用される技術が複雑化するためにリスクが大きくなる。この点に関しては、世界の科学界のコンセンサスがあると言ってよい。さらに、薬品やプラスチックなどの工業製品を生み出すGM作物が食品に混入すれば、その危険性は明らかだ。このような作物は、生産から最終消費に至るまで、完全に食料作物と完全に分離されねばならない。直接食品として利用される薬品成分生成作物は論外だ。
２）GM食品は健康を増進するか

GM技術による栄養成分改良（ビタミンA強化米等）はGM技術の特権ではないだけでなく、諸種の機能食品同様、人々を健全な食事から遠ざける恐れもある。03年6月、インド政府関係者は、蛋白質含有量が多いことで健康食品として知られるアマランスの遺伝子を組み込んだGMポテトを開発、貧困児童を救うために学校給食に使うと発表した。しかし、ヴァンダナ・シヴァ率いる「科学技術エコロジー財団」は、これはアマランスに比べて鉄・カルシウムの含有量が著しく少なく、蛋白質はインド各地の豆類のほうが多い、これを学校給食で使えば児童の鉄・カルシウム不足が広がると警告した。このような作物の研究開発資金を、貧しい人々が多種多様な食品を容易に入手できるような農業開発に振り向けるほうがはるかに有益なと言う。

参照：農業情報研究所：インド：ＧＭポテト給食で栄養不足、実験承認にも不備；http:// www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/03061601.htm
3） 環境影響

環境影響についてはもっと不確実だ。GM作物そのものの生態系への影響はほとんど分かっていないし、推進派が主張する農薬使用量や有害性の高い薬剤の使用量の減少に関する研究は、様々な研究が矛盾する結果を示している。
参照：最も包括的な評価には英国政府諮問委員会の報告に見られる→農業情報研究所：英国：GM作物の安全性は不確実、政府委員会報告；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba　/gmo/highlight/03722uk.htm
除草剤耐性雑草の出現や繁茂の報告もあれば、Bt毒抵抗性害虫の出現・増殖の報告もある。除草剤耐性作物は不耕起栽培を可能にし、土壌浸食を防ぐと言われるが、これが一般化したアルゼンチン・パンパの土壌が硬化、不毛化が進んでいる（農業情報研究所：有機農業は未来の農業たり得るか―ネイチャー誌レポート；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/agrifood/organic/news/04042301.htmの注）。マングローブの生息地に塩害耐性稲が広がるかもしれないと恐れる科学者もいる（農業情報研究所：国際科学評議会（ICSU）のGM食品・生物評価報告；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/document/icsugmo.htm）。乾燥に強い作物がすべての土地を占拠、地域の生活を不可能にすることもあり得よう。GM技術の応用では特定の生態系での個別の評価が不可欠だが、知識も人材も不足するアフリカの国々でそれが可能だろうか。

４）GM作物は農民経済を改善し、食料増産に寄与するか

バイテク推進派は、GM作物の導入は化学物質使用と生産費の削減、収量増加によって農民経済の改善に寄与し、途上国の食料と農民の生計の確保に寄与すると主張する。しかし、これに関する確かな実証はない。
米国農務省が2002年に発表した米国におけるGM作物採用の影響に関する調査結果では、増収も農薬使用量の削減も確認できなかった（農業情報研究所：米国：遺伝子操作作物の採用状況と生産への影響；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/02041901.htm）。2004年に発表された米国農務省による作物ごと、州ごとの公式データに基づくアイオワ大学の研究では、商業栽培の最初の3年間（1996-98年）には、ＧＭ作物は農薬使用を2,540万ポンド減少させたが、最近3年間（2001-03年）には、ＧＭ作物栽培地に施用される農薬は7,300万ポンド増えた。除草剤耐性作物、特に大豆への除草剤使用の大きな増加が、この農薬使用量増加の大きな要因であると結論している。多くの農民は、雑草が一層防除の難しい種に変わり、同時に一定の雑草に遺伝子抵抗性が出現したために、面積当たりの除草剤使用を増やさなければならなかったという（農業情報研究所：米国ＧＭ作物栽培、農薬削減の証拠なし、除草剤使用は大幅増加；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba　/gmo/news/04010901.htm）。
Btワタを導入したインドでは、次のような報告がある。
①種子は明らかに高価で、１ha当たりのコストは非Bt種子の4倍になるが、収量は会社が約束した量の半分以下であった。
②Btコトンは、農薬コストを大きく削減するという主張があるが、これも実現しなかった。Bt植物は綿実蛾幼虫にのみ抵抗性を持つように作られたものであるが、農民はアリマキ［アブラムシ］、ヨコバイ、白蚊の被害を受け続けている。その上、綿実蛾幼虫耐性も弱かった。
③その理由は、Bｔコトンは農薬として作用する植物であるから、もし植物がうまく生長しなければ、内部で生産される毒も綿実蛾幼虫を殺すのに必要な致死的レベルに達しない。ところが、Bt植物は涼しい米国で作られたもので、インドの厳しい乾燥地ではうまく育たない。この点については、例えばシャカハルラル・ネルー農業大学の棉病理学者・生理学者・農学者・昆虫学者・土壌学者・植物育種家のチームが行なった調査が確認している（農業情報研究所：インド：科学は遺伝子組み換え（GM）産業の主張を支持しない；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/03031901.htm、その他→http://www.juno. dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/asia.htm#india）。
03年5月に発表された国際開発NGO（アクション・エイド）による四大陸途上国・900万の農民を対象とする調査の結果は、GM種子は大規模商業農場に適したもので、農民は自家採種ができず、収量増加・農薬使用削減の一貫した証拠もなく、コストの上昇は農民を借金に駆り立て、貧困を助長していると結論した。こんな技術でなく、人々が自給し、余った収穫を販売できるように、土地、信用、資源、市場を与える政策を重視せよと言う（農業情報研究所：GM技術は貧しい農民を一層苦しめるーActionAid；http:// www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/03053001.htm）。

GM種子が大規模農場に適しているというのは、特にBt作物の場合にははっきりしている。Bt作物栽培においては、害虫の抵抗性発達を抑えるために、通常は栽培地の20％ほどに非緩衝植物を植えねばならない。小規模農家にはこのような無駄な土地利用はできない。米国農務省の調査では、小規模農家ほどこれを守っていない。インドの小農民はなおさらだ。小農民の間にBｔ作物の栽培が広がれば、害虫が早晩抵抗性を発達させることになる（農業情報研究所：インド：Bt毒抵抗性害虫種が増殖、GMワタ拡散に警告；http:// www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/03081601.htm）。
５）農業・食料生産・農村社会への影響

ＧＭ作物の大規模普及で最も恐れられるは、既に作物・品種・農業方法の多様性が失われつつある現在の傾向を決定的にする恐れがあるということだ。農民は、それを“魔法の種子”のごとく受け止め、一斉にその採用に走るだろう。インドの種子商人はそのように宣伝、品質の保証されないGM種子、さらには未承認GM種子さえも押し付け、農民からカネを巻き上げている（http://www.hindu.com/2005/09/20/stories/ 2005092006370900.htm）。それこそが、「世界中の農家にGM技術が受け入れられ、1996年の初の商業化以来、毎年10％近い伸びを続けた」大きな理由の一つだ。それにより、在来の、地域ごとの、また様々な条件に適応した無数の在来品種が失われる。それは、小規模で多様な農業生産や農村社会からの自給的小農民の駆逐につながるという意味でも、将来の農業・食料生産の安全保障の最も基本的な手段の喪失を意味する（例：農業情報研究所：干ばつで沸き立つブラジルのGM作物・モノカルチャー論争；http://www. juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/05040501.htm）。
５．アフリカにおけるGM作物導入をめぐる議論

アフリカにおけるGM作物導入は、既に導入した国々のこのような経験と議論を踏まえたものであるべきである。アフリカにおける農業へのGM技術導入をめぐる議論は、導入自体が現実味を欠いていたためか、賛成論にしても反対論にしても、先進国の議論を反復するだけで、具体性を欠いていたように思われる。しかし、10月7日、ザンビアの首都・ルサカに集合した東部・南部アフリカのジャーナリストが、アフリカに対するGM作物導入に向けた圧力が強まっており、ジャーナリストはバイテクに関する公衆の教育で決定的役割を果たさねばならない、これに関する記事を一層バランスが取れ、正確で、分析的なものにせねばならないと宣言した（African Journalists Pledge More Balanced GM Coverage,SciDev.Net,10.14；http://www.scidev.net/dossiers/index.cfm?fuseaction=dossierrea ditem&dossier=6&type=1&itemid=2416&language=1）。
実際、これをめぐる新聞紙上の議論は具体性を帯び、白熱し始めた。
ガーナ・クロニクル紙上で展開された最近の議論をその一例としてあげておく。

ガーナ、GM食品の輸入を停止（by Clement K. Abrokwaa;Ghanaian Chronicle via AllAfrica.com,8.22;http://allafrica.com/stories/200508221289.html）。
　 クロニクル紙の記事によると、食糧農業大臣・ Mr. Ernest Debrahが7月29日、新たな技術が国の食糧生産と飢餓の問題の一部の解決に役立つかもしれないという事実にもかかわらず、ガーナは、ためらうことなく、いかなるGM食品・作物・物質の輸入も拒否するとー断固としてー発表した。この記事が述べたように、”この声明は、政府がGM食品に関係する何事にも反対すると決断したことを意味する”。

　しかし、この記事は、大臣のこのような断固とした拒否の理由に触れていない。また、大臣の決定は、多分、政府部内でも意見の一致をみていない独断的な決定であったかもしれないことにも触れていない。

　CSIR（南アフリカ人間科学研究評議会＝Human Sciences Research Council of South Africa ）の科学技術政策研究所(STEPRI)が主催したGMOに関する7月28日のワークショップで、CSIRの事務局長・Emmanuel Owusu Bennoah教授は、あらゆる科学技術に必然的に伴うリスクを認めながら、国の食糧安全保障にかかわる農業・食糧生産の改善のために、ガーナがGM技術を利用することを強く推奨した。彼は、ガーナがこの技術に参画するのに失敗すれば、科学技術の新時代に取り残される危険があると述べた。

　同様に、環境科学大臣のMs. Christine Churcherも、GM技術をめぐる論争は認めながらも、それが国の食糧安全保障問題を解決する巨大な潜在能力をもつとして指摘した。彼女は、このワークショップの前日にも、議会環境委員会のメンバーのための二日にわたる能力建設セミナーに宛て、国の森林とその他の自然資源が急速に減少しつつあることに注意を喚起している。彼女によると、ガーナは既に、過去20年の間に森林面積の75％以上を失っており、環境悪化ー特に違法伐採と鉱業ーを通じて、年に200万セディー［ガーナの通貨単位、100セディー＝１円ほど］の損失を蒙っている。

　［自然資源を］いかに救い、失われたものをいかに回復させるかに注意が集まっているときに、食糧農業大臣の発表は驚くべきもので、大きな失望を招くものだ。我々は、このようなかけがえのない自然資源の喪失が砂漠化につながりうることを大臣に思い起こさせる必要がある。この砂漠化は、今からおよそ50年で、ガーナが厳しい干ばつに直面する可能性があり、国土の大部分が砂漠になってしまうことを意味する。

　今は、大部分のアフリカ諸国が、それぞれの国の長期的食糧安全保障の追求の助けとなるGM技術研究を急ぎ、それに真剣に取り組んでいる時代だ。現在、ケニア、ナイジェリア、南アフリカ、エジプト、その他の国が、キャッサバ、ジャガイモ、トウモロコシ、バナナ、コメ、油ヤシ、ココナッツなど、多くの基礎食糧に影響を与える作物病防除のためのＧＭ技術研究の適用でアフリカをリードしている。東アフリカ諸国は、現在と将来の人口を養うための食糧生産に新たな技術を利用することを決断し、東部・中部アフリカ農業研究強化協会（ASARECA）と称する組織を形成した。

　マリ・バマコにおけるバイオテクノロジーに関する最近のECOWAS（西アフリカ諸国経済共同体）閣僚会合で、西部・中部アフリカ・バイオセーフティー・システムのコーディネーターであるWalter Alhassan教授も、バイオテクノロジー導入が食糧安全保障と貧困削減のための伝統農業の補完手段になり、新たな動植物品種の生産を容易にするー慣行農法に取って代わるのではないーと強調、西アフリカでは、バイオテクノロジー導入に向けて本格的に準備を整えているのはナイジェリアだけで、他の地域に比べて遅れていると警告した。

　これこそが、食糧農業大臣の声明を憂慮せねばならない理由である。彼は、ガーナが新たな技術の研究をまったく試みることなく、遅れを取ることを望んでいるのだろうか。彼はGM技術の何を恐れているのか。大臣は、GM技術をめぐる多くの問題が未解決であるにもかかわらず、他のアフリカ諸国がそれを受け入れ、起きるかもしれない問題の解決策を共に見出そうとしていることを実感すべきである。　

　GMOに関する西アフリカ会議で、環境科学大臣は、新たな技術のこの地域での利用を確保する能力建設を改めて要請、潮流に乗るべきであり、”緑の革命”に乗り遅れた過ちを繰り返してはならないと警告した。彼女は、ガーナーそしてアフリカ全体ーが、社会的・経済的成長を促進するための科学と技術の開発に参画することを約束しているように見える。今は科学と技術の時代であり、有能な科学者、民間企業、投資家に導かれた西欧社会は、住民の生活の質を改善し、食糧安全保障を維持するために、バイオテクノロジーの無限の潜在力を急速に引き出しつつある。

　ガーナ人を含むアフリカ人は、西欧社会がいかにして、また何故、増大する自身の人口を養うのに成功した上に、土地と無限の労働力をもつアフリカ人を養う余剰まで生み出したのか、冷静に考えてみる必要がある。答えは単純だ。西欧社会は、アフリカの人口も含む急増する世界の人口を養うための最適の作物収量を求める研究を常に続けてきた。アフリカの諸政府が重債務貧困国の地位を与えられたというニュースに祝杯を上げ、その政治家などが汚職にふけっている間に、インドと中国を含む第三世界諸国は、ゆっくりと、しかし着実に自給と自助に進み、西欧諸国への依存を減らしてきた。

　ガーナは、GM技術のレースから身を引いてはならない。さもないと取り返しのつかない遅れを取ることになる。食糧農業大臣は、その声明を真剣に再考せねばならない。

　我々はGM食品を必要としない（ｂｙ Isaac Kusi,Ghanaian Chronicle (Accra) via All Africa.com, 9.1 http://allafrica.com/stories/200509010666.html）

　このサイトにはGM食品に関するいくつかの記事が掲載されてきた。農業大臣は、この問題で逆転宙返りを演じてきた。私は最初、GM食品禁止を聞いたときには褒め称えた。数日後には、彼はGM食品支持に寝返った。

　ガーナは1957年に独立を勝ち取った。次いで、完全に新植民地化されたから、独立を失った。今の植民地支配者は、城に留まって直接物事を指示するわけではない。我々が選挙し、指名された役人を通して命令する。あるいは、彼らの利益を代弁する社会の有力者に報償を払う。モンサントのような会社がアフリカにオフィスを構え、GM食品を推進するとすれば、それは、秘められた目的である利潤を伴う新たな植民地化の一形態である。

　我々は、GM食品の味方をして有機製品を放棄せよと命じられる。我々がそれを利用するようになれば、苦心して稼ぎ出す外貨をこれらの種子の輸入に使うことになる。我々が国の通貨で支払うときでさえ、このカネは利潤の形で外国に移転される。我々は既に、投資家に対して、その利潤を100％移転させるインセンティブを与える法律を通過させた。我々は何を得るのか。仕事はできるが、ペイを受け取るのは仕事に就く労働者だけだ。モンサントのウエブサイトを覗くと、ケニア、マラウィ、セネガル、南アフリカ、タンザニア、ウガンダに、戦略的にオフィスが設置されたことが分かる。ガーナにも、NGOを装って既に入り込み、わが国の科学者を含む決定者に影響を及ぼそうと試みている。8月22日の記事で、Abrokwah教授は、これら諸国の一部がこの技術を受け入れたと述べている。

　GM作物は単位面積当たりの収量を増加させるという議論がある。しかし、ガーナ北部での機械化された農業、灌漑、適切な土壌保全、輪作などの我々の農業方法に関する改善ができれば、国の消費と輸出のために十分な有機食品を化学肥料なしで栽培できる。

　わが国食糧生産に影響を与える別の多くの要因もある。わが国は森林破壊につながり、次には天候パターンに影響を与えてきた木材輸出を奨励した。現在の政府は、幼齢で伐採することさえなければ百年は好影響がある植林に大きな投資をすべきである。家族計画促進の努力はあるが、禁欲教育に多くの努力が注がれるべきである。テレビが入ってきた60年代、我々は教育番組を見た。昼日中にテレビの前に座り、数学を勉強した。今では、揺れるお尻か、外国のソープオペラばかり、一層のセックスと無責任な出産を煽り、人口の指数関数的増加、養わねばならない人口の増加を招いている。まともな映画や音楽を入れることで、チャンネルを浄化する必要がある。そうすれば、人口増加の抑制につながる。1980年の人口は1000万だったが、25年後には2200万にもなった。

　地球のすべての果実の種は神が創造した。なのに、3週間の間腐ることなく冷蔵庫に入れておくことができる種なしブドウやトマトを、私は何故スーパーに買いに行かねばならないのか。農民がGMトウモロコシ、大豆、ワタを栽培しようとすれば、種を所有する会社に買いに行かねばならない。それを作り出した会社がその所有権をもつ。この技術を複製しようとする他のいかなる会社も、所有権を侵したと訴えられることになる。風が吹き、GM農場から自分の農場に花粉が運ばれ、知らぬ間に、あるいは誤って交雑が起きれば、作物所有者は合法的に私を追跡する。種がヤムイモを栽培するために創造されたなどと誰が想像できようか。科学者でさえ、GM食品の人間やその環境への影響は完全には分かっていない。除草剤耐性のスーパー雑草や殺虫剤抵抗性のスーパー害虫が生み出されることへの怖れがある。一部のGM種子は、殺虫剤を挿入されている。その一部は、所有者がその作物を同定することを可能にする識別指標を挿入されている。我々はこんなものを食べたいとは思わない。

　有機農業こそが進むべき道である。政府は多数のトラクターを輸入してきた。我々は、それを土地を耕すことに利用せねばならない。有機市場は急速に成長しており、ガーナの農産品が世界中で好まれるようになるだろう。

しかし、これらのすべての議論において、抜け落ちている根本的問題がある。これらは、すべてGM技術がいますぐ、あるいは近い将来にも望まれる形質の作物の創出に成功するということを前提としている。しかし、これはバイテク企業や農業バイテク推進者の希望にすぎない。商業栽培化に成功したGM作物がいまなお除草剤耐性・害虫抵抗性作物に限られ、そのために世界的普及を妨げられているのは、単に、バイテク企業が途上国のニーズに合った作物の開発に注力してこなかったとか、途上国の研究開発能力が欠如しているためというだけではない。現在のGM技術自体が彼らの主張を実現するにはほど遠い幼児段階にあるからだ。インドのBtワタがもたらした惨状の根本的理由を、インドの一生理学者は次のように総括している（農業情報研究所：インド：科学は遺伝子組み換え（GM）産業の主張を支持しない；http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/gmo/news/03031901.htm）。
現在の遺伝子組み換え技術の根本問題は、この技術がすべての生命体の特質はゲノムにより決定されるという「決定論」的立場に依拠していることにある。この決定論的立場は今や支持できなくなっている。ヒトゲノム・プロジェクトは、様々な生物種の特徴の多様な差異を説明するためには、遺伝子の数の種の間の差異が小さすぎることを明らかにした。最近の研究は、これらの変異を理解するために決定的に重要なのは、ほとんど未解明のRNAベースの遺伝子制御ネットワークではないかと示唆している。従って、単に遺伝子を挿入するだけでは、望む形質を生み出すのに十分ではない。
また、外来遺伝子と遺伝子改変ホスト植物のゲノムの間の相互作用は本来的に予測不能である。最近、挿入外来遺伝子がホスト植物のゲノムを改変したことが発見されたが、それは有害かもしれない蛋白質を生産するのに十分なほどの改変だった（モンサントのGM大豆）、あるいは、ホスト植物の酵素が外来のバクテリア遺伝子自体の塩基配列を改変してしまったといった研究報告もがある。これは、外来遺伝子の挿入が予期できない危険をもたらし、あるいは目的とする形質を生まない恐れがあることを意味する。
さらに、遺伝子工学の危険性を示す証拠は積重なっており、GM豚では、高頻度の心臓拡大・胃潰瘍・関節炎・腎臓病が発見された。2002年12月には、Natureは、生命を脅かす重症複合免疫不全症（SCID）の遺伝子治療を受けた子供が白血病になったという悲しいニュースをもたらした。子供の体内に挿入された矯正遺伝子が、予想外に別の遺伝子を活性化させ、彼の細胞の一つに制御不能な増殖を引き起こしたらしい。
こうして、彼は、「遺伝子工学産業の精度・予測可能性・安全性の主張は、それ自身の経験、あるいは遺伝学科学により裏打ちされない。実際には、我々のゲノミックス理解は、まったく初歩的なままである。従って、この科学の基礎的ブロックを積みながら、技術的応用には大きな注意を続けるのが最善である。利益よりも命を優先せねばならない。」と結論している。
アフリカにおけるGM作物の性急な開発・普及（実用化）は慎まねばならない。
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